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1 計算条件の入力 

建築基準法の「有効採光計算（Light）」「換気計算
（Ventilation）」「排煙計算（Smoke）」を行いましょう。 
まずは、敷地の条件を設定して、計算対象となる室を
指定します。ここでは、3階以上は設定済みのデータ
を使用して、1階と 2階の区画を入力する操作を解説
します。 

【解説用データ】：M5_1.GLM 
※ GLOOBEボタンをクリックして［開く］を選び、
「M5_1.GLM」を開きます。 

用途地域・境界線の設定 1-1 
 

 
法規 LVS を起動する 

使用するデータを確認する 

 1階を表示します。 

［専用設計ツール］タブをクリックして、［法
規 LVS］を選びます。 
［法規 LVS］タブが開きます。 

［左右に並べて表示］をクリックして、使用す
るデータを確認しましょう。 
ここでは、右図のような 2方向に道路があり、
用途地域は「近隣商業地域」の敷地とします。 
 
※ 今後、画面の拡大・縮小やビューの最大化
などは、適宜行いながら操作してください。 

2 

1 

1 計算条件の入力 

【1階】 【2階】 

道路 
5000 

水路 
4000 

道路 
10000 
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1 計算条件の入力 

用途地域を入力する 

［用途地域］をクリックします。 

 テンプレートから「近隣商業地域」の「容
積≦ 400% 日影 5H・3H」を選んで、［OK］
をクリックします。 

1 

2 

用途地域が未入力の場合のみ、 
このダイアログが表示されます。 

タブを切り替えて、規制
内容を変更できます。 

1 つ以上の用途地域が入力済みの場合は、［用途
地域］をクリックしたときにコマンドサポート
ウィンドウに用途地域の一覧が表示されます。 
用途地域を変更する場合は、この一覧から選ん
で用途地域の枠内をクリックします。 
複数の用途地域の入力方法については、ヘルプ
「リファレンスガイド」を参照してください。 

用途地域 

隣地境界線を入力する 

［隣地境界線］をクリックします。 

 入力モードが［敷地境界線指定入力］であ
ることを確認します。 

 隣地境界線に設定する敷地辺をクリックし
ます。 
指定した敷地辺上に、隣地境界線の情報が
入力されます。 

 
 
 
 

 同様にして、もう一方の隣地境界線も入力
します。 

敷地境界線を入力する 

1 

2 

3 

方位を参照して北側境界線にあたる辺には、入
力時に「北側」と表示されます。 

4 
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1 計算条件の入力 

道路境界線を入力する 

［境界線］メニューから［道路境界線］を選
びます。 

 入力モードが［敷地境界線指定入力］であ
ることを確認します。 

［道路幅員・中心高 個別入力］を OFFにし
て、［幅員］を「10」ｍに設定します。 

 右図の敷地辺をクリックします。 
中心線と道路境界線の情報が入力されます。 

 
 
 
 

 同様にして、右図の位置にも道路境界線
を入力します。 
［幅員］：5ｍ 
［河川等幅］：4ｍ 
 
 
 
 
中心線と道路境界線、道路緩和境界線の情報
が入力されます。 

3 

4 

1 

隅切りを入力する 

［境界線］メニューから［隅切り］を選び 
ます。 

 隅切り箇所をクリックします。 
指定した敷地辺上に、隅切りの情報が入力
されて、道路の中心線がつながります。 

1 

5 

6 

2 

［道路幅員・中心高 個別入力］が ON の場合の
入力方法については、ヘルプ「リファレンスガ
イド」を参照してください。 

2 
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1 計算条件の入力 

排煙区画を入力すると、法的区画の防煙区画と
同じデータが入力されます。 

換気区画を入力すると、スペースのプロパティの
［形態］が「内部居室」に設定されます。 

換気・排煙対象室の指定 1-2 
 

 
換気区画を入力する 

「店舗」を換気計算の対象に設定しましょう。 

［換気区画］をクリックします。 

 入力モードが［スペース参照］であること
を確認します。 

 店舗をクリックします。 

1 

3 

2 

［排煙区画］をクリックします。 

 入力モードが［スペース参照］であること
を確認します。 

［名称］に「店舗」と入力します。 

 店舗をクリックします。 

 同様にして、エントランスホールにも排
煙区画を入力します。 

排煙区画を入力する 1 

4 

2 

3 

5 

6 

6 



1 計算条件の入力 

採光換気区画を入力すると、スペースのプロパティの［有効採光
対象居室］が ONになり、［居室の種類］が設定されます。 
また、［形態］が「内部居室」に設定されます。 

複数の居室を 1つの居室とみなして計算する場
合は、区画を連結します。 

［区画連結］をクリックします。 

 入力モードが［区画連結］であることを確
認します。 

 隣接する区画を指定します。 
ここでは、右図のようにキッチンと寝室を
順にクリックして、最後に Enterキーを押
します。 

 
 

 区画の領域線が、連結した範囲の領域線に
なったことを確認します。 

区画を連結する 1 

2 

3 

最後に 
Enterキー 

 2階を表示します。 

［採光・換気区画］をクリックします。 

 入力モードが［スペース参照］であること
を確認します。 

［居室の種類］を設定します。 
ここでは「住宅の居室」を選択します。 

 右図のように、キッチンと寝室に採光換気
区画を入力します。 

 

採光換気対象室の指定 1-3 
 
 
 
 

 

採光換気区画を入力する 

2 

5 

3 

1 

4 

区画を入力する際に、Ctrlキーを押しながら入力
すると、連結区画として入力できます。 

7 



1 計算条件の入力 

 
 同様にして、他の区画も連結します。 

 

※ わかりやすいように、色分けしています。 

これで第 1章の操作は終了です。 
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2 採光・換気・排煙計算 

採光、換気、排煙の有効開口面積を計算して、判定を
確認しましょう。 
また、開口面積算定表や区画名称などの位置を、見や
すいように編集しましょう。 

採光・換気・排煙計算 

採光換気計算 2-1 
 

 
開口面積を算定する 

判定を確認する 

［開口面積算定］をクリックします。 

 入力モードが［AUTO］であることを確認し
て、［実行］をクリックします。 
建具の有効開口面積が計算され、表として
配置されます。 

［判定］をクリックします。 

 入力モードを［AUTO］に変更します。 
［区画判定一覧］ダイアログが表示されます。 

 判定がすべて「OK」になっていることを確
認して、［閉じる］をクリックします。 

1 

2 

2 

1 

3 連結した区画は、スペース名称が複数
列挙された状態で表示されます。 

2 

9 



2 採光・換気・排煙計算 

採光・換気・排煙計算の設定 
採光・換気・排煙計算に関わる係数や、小数桁数・まるめなどは、［LVS設定］
にて設定します。詳しくは、ヘルプ「リファレンスガイド」を参照してくだ
さい。 

判定を確認する 

［判定］をクリックします。 

 入力モードを［AUTO］に変更し、［採光・
換気］の判定が「OK」になっていることを
確認します。 

［排煙］をクリックして判定を確認します。 
店舗が「NG」になっていることがわかり 
ます。 

 確認が終了したら、［閉じる］をクリックし
ます。 

 1階を表示します。 

［開口面積算定］をクリックします。 

 入力モードが［AUTO］であることを確認し
て、［実行］をクリックします。 
建具の有効開口面積が計算され、表として
配置されます。 

排煙・換気計算 2-2 
 

 
開口面積を算定する 

1 

1 

2 

2 

［採光・換気］の区画名は、スペース名称と同じになり、連結した場合
はスペース名称が複数列挙されます。 
［排煙］の区画名は、入力したときに指定した名称になります。 

3 

4 

3 

補足 
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2 採光・換気・排煙計算 

エントランスホールの算定表が重なっている
ので、移動しましょう。 

 右図の算定表を選択します。 

［移動］のハンドルを、算定表が重ならない
位置までドラッグします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 同様にして、もう 1つの算定表も移動し 
ます。 

［回転］のハンドルをドラッグすると、算定表を
回転できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
Deleteキーで削除も可能です。 

開口面積算定表を移動する 

選択 1 

ドラッグ 2 

3 

これで第 2章の操作は終了です。 

エントランスホールの排煙区画の名称を、領域
内に移動しましょう。 

 エントランスホールの排煙区画を選択し 
ます。 

 区画名称の中央下にある［名称移動］のハ
ンドルを、領域内にドラッグします。 

排煙区画の名称を移動する 

ドラッグ 
選択 

1 
2 

算定表の位置はデータ保存時に記憶され、次回
開いたときもその位置で表示されます。 
再度［開口面積算定］を実行すると、算定表の
位置は初期化されます。 

11 



2 採光・換気・排煙計算 

 有効開口面積の補正係数 
採光の（補正係数）でみられる「→」は、次を示しています。 

採光補正係数の補正「→」 例 

計算値が 3.0以上の場合は、3.0にします。 10.47→3.00 

道路境界線に面する場合、計算値が 1.0未満の場合は、1.0にします。 0.36→1.00 

道路境界線に面しない場合、水平距離が許容水平距離以上で、かつ計算値が
1.0未満となる場合は、1.0にします。 0.36→1.00 

道路境界線に面しない場合、水平距離が許容水平距離未満で、かつ計算値が
負の数となる場合は、0.0にします。 -0.37→0.00 

 

補足 
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3 判定根拠の確認 

建具寸法や有効開口面積など、判定の根拠を一覧表示して
確認しましょう。 
建具を編集したり、有効開口面積の算定条件を変更したり
して、随時判定を確認しながら編集できます。 

排煙計算根拠の確認 3-1 
 

 
排煙の判定根拠を確認する 

［判定根拠確認］をクリックします。 
 
 

 対象を「排煙」に変更します。 
排煙区画の有効開口面積の内訳が表示され
ます。 
また、選択した建具の平面位置と姿図が表
示されます。 

3 判定根拠の確認 

1 

2 

2 

1 

建具を編集する 

建具の欄間部分を嵌め殺しから外倒し窓に変
更して、有効開口面積を増やしてみましょう。 

 右図の建具を選択します。 

［建具見付編集］をクリックします。 
［建具見付編集］ウィンドウが開きます。 

姿図の青い線から上が 
排煙有効高さです。 

13 



3 判定根拠の確認 

［建具区画］をクリックします。 

 入力モードが［新規］であることを確認し
ます。 

 テンプレートから「倒し」の「ガラス窓」
を選びます。 

 右図のように、欄間部分をクリックします。 
クリックした建具区画が倒し窓に変わり 
ます。 

 
 

［閉じる］をクリックします。 

 確認画面で［はい］をクリックします。 
判定根拠確認画面に戻り、姿図の絵柄が変
更されたことを確認できます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 同様にして、右図の建具も欄間部分を倒
し窓に変更します。 

3 

4 

5 
6 

7 

8 

9 

10 
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3 判定根拠の確認 

排煙有効高さを変更するには 
排煙有効高さは、次の手順で変更できます。 

 表示したい建具を選択します。 

［開口条件確認］をクリックします。 
［開口条件確認］ウィンドウが開きます。 

 
 
 

［条件算定表］をクリックします。 

［排煙有効高さ］を変更します。 

［再計算］をクリックします。 
［排煙有効内法高さ］が変更されます。 

［OK］をクリックします。 
排煙有効高さを示す点線の位置が変わり 
ます。 

 
 
 

［閉じる］をクリックします。 

 確認画面で［はい］をクリックします。 
判定根拠確認画面に戻ります。 

 
 
 

 有効開口寸法や有効開口面積が変更された
ことを確認します。 

［開口面積再計算］をクリックします。 

 再計算の対象を［全ての表示行に対応す
る区画］に変更して、［OK］をクリック
します。 

 
 
 
 
変更した建具の有効開口面積が変更され
て、判定が「OK」になったことを確認で
きます。 

開口面積を再計算する 

1 

2 

2 

1 

3 

7 

9 

排煙有効高さ 

5 6 

4 

8 

補足 
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3 判定根拠の確認 

 対象を「2F」の「採光」に変更します。 
採光区画の有効面積の内訳が表示されます。 

 

 平面ビューで右図の算定表をクリックし 
ます。 
指定した建具の有効開口面積は「0」にな 
っているため、採光が取れないことがわか 
ります。 

 
 
 

 階を変更して、同じ位置にある建具の有効開
口面積を確認します。 
2～4階までは「0」になり、5階から採光が
取れることがわかります。 

採光換気計算根拠の確認 3-2 
 

 
採光換気の判定根拠を確認する 

3 

2 

1 

2 

 5階を表示します。 

 平面ビューで右図の算定表をクリックし
ます。 

［開口条件確認］をクリックします。 
指定した建具の断面と水平・垂直距離が表
示されます。 

採光補正係数を変更する 

1 

3 
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3 判定根拠の確認 

［条件算定表］をクリックします。 
採光補正係数の算定根拠となる実測値が表
示されます。 

 確認申請上、安全率を見た寸法に編集して
みましょう。ここでは、次のように変更し
て、［再計算］をクリックします。 
［水平距離］：1050 → 1000 
［直上点高さ］：22050 → 22100 

［OK］をクリックします。 
 

 
 
 
 
［閉じる］をクリックします。 

 確認画面で［はい］をクリックします。 
判定根拠確認画面に戻ります。 

 
 
 
 
 
 

 補正係数や有効開口面積が変更されたこと
を確認します。 

 
 
 
 

［閉じる］をクリックします。 
［法規 LVS］タブに戻ります。 

 
 
 
 
 

 5階を表示します。 
算定表の補正係数も変更されていることを
確認できます。 

［閉じる］をクリックします。 
［専用設計ツール］タブに戻ります。 

4 

8 

5 

7 

9 

11 

［水平距離編集］［垂直距離編集］コマンドを使
用して、平面・断面ビューにて計測位置を変更
することもできます。 

編集前の状態に戻したい場合は、［開口面積再
計算］を実行すると、再度実測値が取り込まれ
ます。 

12 

6 

10 
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3 判定根拠の確認 

［専用設計ツール］タブの［建具仕様］をク
リックします。 
建具のプロパティが一覧表示されます。 

［建具一覧編集］タブでプロパティの設定漏
れを確認します。 

 
 
 
 

［符号自動割付］をクリックします。 
 
 
 
 
 

 割り付ける記号と、同一の建具とみなす判別
条件を設定して、［OK］をクリックします。 

 確認画面で［OK］をクリックします。 
記号・番号が割り付けられます。 

建具表への登録 3-3 
 

 

建具符号を設定する 

1 

建具符号を付けて建具表に登録すると、判定根拠の確認や図面配置時に建具符号が表示されるようになります。 
ここでは、建具表へ登録する手順を簡単に解説します。詳しくは、設計プロセス別マニュアル「実施設計編」の「7 建具の詳
細設計」を参照してください。 

建具の種別・骨材質が未設定の場合は、［符号自
動割付］を実行したときに建具符号が割り当た
りません。プロパティを確認しておきましょう。 

2 
3 

4 

骨材質・種別ごと
に割り付ける記
号を設定 

同一の建具と
みなす判別条
件を設定 

5 
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3 判定根拠の確認 

［建具表登録］をクリックします。 

 範囲が［全表示行］であることを確認して、
［OK］をクリックします。 

 確認画面で［OK］をクリックします。 
建具符号が付けられ、プロパティの変更が
できなくなります。同一符号の建具は、す
べて同じ建具に変更されます。 

 
建具表に登録すると、建具表とモデルの不整合
を防ぐため、建具のプロパティに「建具表登録
済」と表示されてプロパティの編集不可になり
ます。 

建具表に登録する 1 

2 3 

建具符号が
付けられる 

セルが読み取
り専用になる 

4 5 

6 

～  オブジェクトを「AM建具」に変更し、
同様にして符号の割り付け、建具表への登
録を行います。 

［建具表］タブをクリックします。 

 対象を「建具」に変更します。 
同一符号の建具がまとめて表示されます。 

 建具の位置を確認しながら、符号が適切か
どうかを確認します。 
数量が複数個所ある場合は、「階」や「取付
場所」のセルをクリックすることで、どこ
から集計しているかを確認できます。 

 
 対象を「AM建具」に変更し、同様にして符
号を確認します。 

 確認が終了したら、［閉じる］をクリックし
ます。 

建具符号を確認する 
1 

2 

階・取付場所
を確認 

3 

4 

これで第 3章の操作は終了です。 

5 
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3 判定根拠の確認 

 平面ビューで建具符号を表示するには 
［建具仕様］を閉じた後も平面ビューに建具符号を表示したい場合は、作図表現（建具）の［符号を描画する］を ONにし 
ます。 

補足 
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4 図面の作成 

判定表や平面図、断面図、床面積図、床面積表などをレイ
アウトしましょう。 
GLOOBEでは、プロジェクトの規模に合わせて、モデル
データとは別のシートファイルに図面を作成する方法と、
モデルデータ内に作成する方法が選べます。 
ここでは、モデルデータ内に図面を作成してみましょう。 

初期状態では、A2横サイズの用紙枠が配置され
ます。変更する場合は［用紙枠配置］をクリッ
クして、サイズを選びます。 

4 図面の作成 

判定表の作成 4-1 
 

 
図面作成画面に切り替える 

［ホーム］タブの［図面作成］をクリックし
ます。 
［図面］タブが開きます。 

テンプレートを選択する 

［法規 LVS］メニューから［判定表］を選び
ます。 

 テンプレートから「01_法規 LVS」の「01_
開口面積判定表」を選びます。 

［プレビュー・ページ指定］をクリックし 
ます。 
［プレビュー］ウィンドウが開きます。 

1 

2 

3 

採光・換気・排煙計算判定表を作成する 

1 
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4 図面の作成 

ページ数を確認する 

 ページを切り替えて、各判定表を確認し 
ます。 
有効採光計算判定表と換気計算判定表が 
複数のページに分かれていることが確認 
できます。 

 1ページに収まるように行数を変更しまし
ょう。 
［作図条件］をクリックします。 

［作図条件］ダイアログの［作図表現］をク
リックします。 

［レイアウト］の［データの行数］を「80」
に変更して、［OK］をクリックします。 

［作図条件］ダイアログに戻るので、［OK］
をクリックします。 

 
 
 

 ページを切り替えて、各判定表が 1ページ
に収まったことを確認します。 

［閉じる］をクリックします。 

［作成範囲］ダイアログがすべて ONの状態
であることを確認して、［OK］をクリック
します。 
［図面］ウィンドウに戻ります。 

1 

6 7 

8 

2 

3 

4 

5 

判定表を配置する 

 有効採光計算判定表の配置位置をクリック
します。 

 

 

 

 

 

 

 続けて、換気計算判定表、排煙計算判定
表の配置位置をクリックします。 

1 

2 

3 
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4 図面の作成 

図面の配置後にタイトルを変更する場合は、 
［用紙全体］がアクティブの状態で図面を選択す
ると設定できます。 

図面を配置する 

 対象階が「1F」であることを確認します。 

 図面のタイトルを「1F 店舗・エントランス
排煙区画平面図」に変更します。 

 用紙にレイアウトする範囲を指定します。 

［閉じる］をクリックします。 
［図面］ウィンドウに戻ります。 

 
 
 
 
 
 
 

 図面の配置位置をクリックします。 

排煙計算根拠図の作成 4-2 
 

 
用紙を追加する 

［用紙の追加］をクリックします。 
新しい用紙タブが追加されて開きます。 

1 

2 

3 

平面図を作成する 

テンプレートを選択する 

［法規 LVS］メニューから［平面図］を選び
ます。 

 テンプレートから「01_法規 LVS」の「03_
排煙区画平面図」を選びます。 

［詳細指定］をクリックします。 
［詳細指定］ウィンドウが開きます。 

1 

2 

4 

3 

1 

5 
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4 図面の作成 

テンプレートを選択する 

［法規 LVS］メニューから［断面図］を選び
ます。 

 テンプレートから「01_法規 LVS」の「02_
排煙建具高断面図」を選びます。 
対象図が［排煙建具高断面図］になったこ
とを確認します。 

［範囲指定］をクリックします。 
［範囲指定］ウィンドウが開きます。 

断面図を作成する 

図面を配置する 

［断面を開く］が実行された状態になってい
るので、入力モードが［断面線］であるこ
とを確認します。 

 平面ビューで、切断位置の始点、終点、見
る方向の順にクリックします。 
断面が表示され、生成範囲を指定する状態
になります。 

 
 
 
 

 図面のタイトルを確認し、必要があれば変
更します。 

 用紙にレイアウトする範囲を指定します。 

［閉じる］をクリックします。 
［図面］ウィンドウに戻ります。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 図面の配置位置をクリックします。 

2 

1 

5 

6 

4 

3 

2 

3 

法規 LVS の断面図では、モデルで入力した断面
線は選択できません。 

1 
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4 図面の作成 

面積の符号を変更する 
モデルで入力した排煙区画から、矩形または円
弧の区画に分割されて番号（符号）が振られて
います。 
ここでは、排煙区画ごとに符号を振り直しまし
ょう。 

［符号再設定］をクリックします。 

 一番小さい番号となる符号を設定します。 
ここでは、「S1-1」と入力します。 

 小さい番号を付けたい順に、区画と交差す
るように線分を入力し、最後に Enterキー
を押します。 

 
右図のように、指定した順で符号が振り直
されます。 

2 

4 

床面積図を作成する 

テンプレートを選択する 

［法規 LVS］メニューから［LVS面積求積図］
を選びます。 

 テンプレートから「01_法規 LVS」の「031_
排煙区画面積求積図」を選びます。 

 ここでは、縮尺を「1/100」に変更します。 

［詳細指定］をクリックします。 
［詳細指定］ウィンドウが開きます。 

 

1 

2 

 同様にして、エントランスホールの排煙
区画の符号も変更しましょう。 
一番小さい番号となる符号：S2-1 

店舗の排煙区画 

A1 A2 A3 

A4 

3 

最後に 
Enterキー 

S1-1 S1-2 S1-3 

S1-4 

エントランスホール 
の排煙区画 

5 

最後に 
Enterキー A5 A6 A7 

S2-1 S2-2 S2-3 

4 

3 

1 

25 



4 図面の作成 

図面を配置する 

［生成範囲］をクリックします。 

 図面のタイトルを「1F 店舗・エントランス
床面積求積図」に変更します。 

 用紙にレイアウトする範囲を指定します。 

［閉じる］をクリックします。 
［図面］ウィンドウに戻ります。 

 
 
 
 
 
 

 図面の配置位置をクリックします。 

2 

1 

3 

4 

5 

1 

床面積表を作成する 

［法規 LVS］メニューから［LVS面積計算表］
を選びます。 

 
 
 
 
 

 入力モードが［範囲指定：矩形］の［矩形
範囲］であることを確認します。 

 先ほど配置した床面積図に対して、店舗の
区画だけを含むように範囲を指定します。 

 ダイアログでタイトルや面積、小数点桁数、
まるめなどを確認します。 
ここでは、タイトルを「店舗床面積計算表」
に変更して、［OK］をクリックします。 

3 

4 

2 
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4 図面の作成 

6 

8 

 面積表の配置位置をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

～  同様にして、エントランスホールの区
画の面積表を配置します。 
タイトル：エントランス床面積計算表 

5 

7 
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4 図面の作成 

有効採光計算根拠図の作成 4-3 
 

 
用紙を追加する 

［用紙の追加］をクリックします。 
新しい用紙タブが追加されて開きます。 1 

図面を配置する 

 対象階を「5F」に変更します。 

 図面のタイトルを確認し、必要があれば変
更します。 

 用紙にレイアウトする範囲を指定します。 

［閉じる］をクリックします。 
［図面］ウィンドウに戻ります。 

 

 

 

 

 

 図面の配置位置をクリックします。 

1 

2 

3 

平面図を作成する 

テンプレートを選択する 

［法規 LVS］メニューから［平面図］を選び
ます。 

 テンプレートから「01_法規 LVS」の「01_
採光居室平面図」を選びます。 

［詳細指定］をクリックします。 
［詳細指定］ウィンドウが開きます。 

2 

4 

3 

1 

5 
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4 図面の作成 

テンプレートを選択する 

［法規 LVS］メニューから［断面図］を選び
ます。 

 テンプレートから「01_法規 LVS」の「01_
採光建具高断面図」を選びます。 
対象図が［有効採光建具高断面図］になっ
たことを確認します。 

［範囲指定］をクリックします。 
［範囲指定］ウィンドウが開きます。 

断面図を作成する 

図面を配置する 

 対象階を「5F」に変更します。 

［補正係数計測線］が実行された状態になっ
ているので、断面を描画する補正係数計測
線をクリックします。 

 続いて、断面を描画する範囲と方向の順
にクリックします。 
断面が表示され、生成範囲を指定する状態
になります。 

 
 
 

 図面のタイトルを「5F隣地側 AW2採光建
具高断面図」に変更します。 

 用紙にレイアウトする範囲を指定します。 

［閉じる］をクリックします。 
［図面］ウィンドウに戻ります。 

 
 
 
 
 
 
 

 図面の配置位置をクリックします。 

1 

2 

1 

7 

8 

6 

3 

5 

4 2 

延長範囲 

方向 

3 
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4 図面の作成 

面積の符号を変更する 
2階を表示すると、モデルで入力した採光換気
区画から、矩形または円弧の区画に分割されて
番号（符号）が振られています。ここでは、住
戸の区画ごとに符号を振り直しましょう。 

 対象階を「2F」に変更します。 

［符号再設定］をクリックします。 

 一番小さい番号となる符号を設定します。 
ここでは、「L1-1」と入力します。 

 小さい番号を付けたい順に、区画と交差す
るように線分を入力し、最後に Enterキー
を押します。 
指定した順で符号が振り直されます。 
 
 同様にして、隣の住戸の区画も符号を変
更しましょう。 
一番小さい番号となる符号：L1-1 

2 

4 

床面積図を作成する 

テンプレートを選択する 

［法規 LVS］メニューから［LVS面積求積図］
を選びます。 

 テンプレートから「01_法規 LVS」の「011_
採光居室面積求積図」を選びます。 

 ここでは、縮尺を「1/100」に変更します。 

［詳細指定］をクリックします。 
［詳細指定］ウィンドウが開きます。 

 

1 

2 

3 

4 

最後に 
Enterキー 

5 

6 

最後に 
Enterキー 

1 

3 

4 

図面を配置する 

［生成範囲］をクリックします。 

［名称に階文字を付け加える］を OFFにし
て、タイトルを「寝室・キッチン床面積求
積図」に変更します。 

 用紙にレイアウトする範囲を指定します。 

［閉じる］をクリックします。 
［図面］ウィンドウに戻ります。 

1 

3 

2 
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4 図面の作成 

 図面の配置位置をクリックします。 

5 

区画の寸法値を移動する 
「L1-4」の符号と寸法値が重なっているので、
寸法値を移動しましょう。 

「寝室・キッチン床面積求積図」の図面をア
クティブにします。 

 寸法値「1.250」を選択します。 

［移動］のハンドルを、符号と重ならない位
置までドラッグします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 同様にして、隣の住戸の区画の寸法値も、
符号と重ならない位置まで移動します。 

1 

ドラッグ 
3 

4 

選択 2 
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4 図面の作成 

 

図面名に「用紙」と表示される用紙枠の場合、
用紙タブの名称を変更すると用紙タイトルに連
動します（詳しくは、設計プロセス別マニュア
ル「基本設計編」の P.65を参照）。 

1 

床面積表を作成する 

［法規 LVS］メニューから［LVS面積計算表］
を選びます。 

 
 
 

 入力モードが［範囲指定：矩形］の［矩形
範囲］であることを確認します。 

 先ほど配置した床面積図に対して、左側の
住戸の区画だけを含むように範囲を指定し
ます。 

 ダイアログでタイトルや面積、小数点桁数、
まるめなどを確認します。 
ここでは、タイトルを「寝室・キッチン床
面積計算表」に変更して、［OK］をクリッ
クします。 

 

 

 

 

 面積表の配置位置をクリックします。 

3 

4 

5 

［閉じる］をクリックします。 
メインウィンドウに戻ります。 

これで、採光・換気・排煙計算編の操作は終了
です。 

図面を閉じる 

1 

2 
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